
金融仲介機能のベンチマークについて

平成30年度 ベンチマーク実績

平成28年9月、金融庁は、金融機関における金融仲介機能の発揮状況を客観的に評価できる55項目の指標からなる「金融仲介
機能のベンチマーク」を策定・公表しました。
当金庫においては、ベンチマークをお取引先支援における重要指標と位置付けることにより、金融仲介機能の質を高め、お取引
先の発展・成長に向けた課題解決や経営改善支援に真摯に取り組んでいます。

（１）当金庫がメインバンク（融資残高１位）として取引を行っている企業のうち、経営指標（売上・営業利益率・労働生産性等）
の改善や就業者数の増加がみられた先数、および同先に対する融資額の推移

昨年12月、帝国データバンク大阪支社がまとめた、府内105,040社を対象にした、「第10回大阪府下メーンバンク調査」の結
果が発表され、当金庫は前回調査に続き全体で５位、信用金庫ではトップとなりました。これは、多くの中小企業の皆さまから、頼
れる金融機関との評価をいただいた結果であると考えています。
今後とも、コンサルティング機能を一層発揮し、メインバンクとしての使命を果たしてまいります。

ベンチマークの
積極的な活用

●コンサルティング機能の強化・発揮
●事業性評価に基づく課題解決型金融の推進
●シティ信金PLUS事業の推進
●創業支援・経営改善・再生支援・事業承継
●外部機関との連携強化
●人材育成

●円滑な資金供給

●お取引先の経営改善と企業価値の向上

●新規創業・事業再生

●地域の活性化

メイン取引（融資残高１位）先数の推移

全事業先数に占める割合　

8,139先

38.7%

平成31年3月

8,075先

38.1%

平成30年3月

メイン先数　　　　　　

メイン先の融資額

経営指標等が改善したメイン先数

8,139先

5,321億円

4,026先

平成31年3月

8,075先

5,310億円

3,768先

平成30年3月

経営指標等が改善したメイン先に係る３年間の
事業年度末の融資残高の推移 2,766億円2,737億円2,536億円

平成30年3月 平成31年3月平成29年3月

お取引先企業大阪シティ信用金庫のベンチマーク
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金融仲介機能のベンチマークの活用状況について



当金庫制定の「事業性評価シート」に基づき、お取引先の強みや課題を明らかにすることにより、財務諸表に過度に依存すること
なく、課題解決につながる融資に取り組んでいます。
平成31年3月末時点で与信残高50百万円以上の事業性評価先数は2,850先で83.1％となっています。

「シティ信金PLUS事業」として、お取引先の販路拡大や商店街活性化、若手経営者の育成、産学官連携支援などに取り組むと
ともに、海外ビジネスを強力にサポートするなど、お取引先の発展と地域活性化につながる多様なサービスを提供しています。

（3）事業性評価に基づく融資を行っている与信先数と融資額、および全事業先数と融資額に占める割合

（4）本業（企業価値の向上）支援先数および融資額と、全事業先数および融資額に占める割合

事業性評価に基づく融資を行っている与信先数および融資残高　

上記計数の全事業先数および当該事業先の融資残高に占める割合　

5,018億円

58.1%

3,880先

18.5%

融資残高先数

（2）創業支援への取り組み

地域経済の活性化に向けて、大阪信用保証協会や日本政策金融公庫と連携し、創業支援に積極的に取り組んでいます。

当金庫が関与した創業、第二創業の件数

創業計画の策定支援先数

創業期の取引先への融資先数
911先

453件

234先

498先

信用保証付プロパー

全事業先①

本業支援先数および全事業先数に占める割合

販路開拓支援を行った先数

5.2%

5.8%

1,091先

501億円

21,017先

8,638億円

386先

②／①本業支援先②

本業支援先の融資残高、および同先融資残高の
全事業先の融資残高に占める割合

営業店と本部の経営改善支援チームが一体となって、経営改善計画策定支援やビジネスマッチング支援、経営課題についての
助言・提案など、経営改善・再生支援に取り組んでいます。
また、信用保証協会や日本政策金融公庫と連携し、経営改善が必要な先への新たな資金供給や返済の正常化に積極的に取り組
んでいます。

（5）当金庫が貸付条件の変更を行っているお取引先の経営改善計画の進捗状況

経営改善計画策定先数

外部専門家による経営支援先数

75.9％

策定率

2,124先

173先

先数

1,820先

不調先

505先

順調先

473先

好調先

2,798先

条件変更総数

次世代企業経営者や幹部の育成を行うことを目的としたセミナーの開催や、信金キャピタル（株）や（株）日本M&Aセンター、
（株）オンデックとの連携により事業承継に取り組んでいます。

（6）事業承継支援の活用件数

事業承継支援先数 112先
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金融仲介機能のベンチマークの活用状況について
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お取引先ごとに具体的な経営改善方針や再生スキームを策定したうえで、中小企業再生支援協議会などの外部機関と積極的
に連携し、抜本的な再生支援に取り組んでいます。また、地域経済の活性化に向けてREVIC（地域経済活性化支援機構）が組成
するファンドへも出資しています。
また、日本政策金融公庫とは平成18年から、お取引先の本業支援に向けて連携協定を締結し、創業・ベンチャー・ソーシャルビ
ジネス、海外展開、事業再生、農商工連携の各分野での協調融資、経営支援について積極的な連携に取り組むとともに、国が認
定する中小企業の「経営革新等支援機関」として、各種補助金の申請支援や改善計画の策定支援に取り組んでいます。

（7）外部専門家の活用や他の金融機関との連携および中小企業再生支援施策の活用先数

目利き力向上やコンサルティング能力強化に向けて研修を実施するとともに、各種資格の取得を奨励し、人材育成に取り組
んでいます。

（8）お取引先の本業支援に関連する研修等の実施数、研修等への参加者数、資格取得者数

252人

資格取得者数

2,029人

参加者数

67回

研修実施回数

取引先の本業支援のため、他の金融機関や政府系金融機関と提携・
連携した先数 785先

外部専門家を活用して本業支援を行った取引先数

REVIC、中小企業再生支援協議会の利用先数

取引先の本業支援に関連する中小企業支援策の活用を支援した先数

81先

17先

662先
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